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胤 
 

邦
胤
が
殺
さ
れ
た
と
き
、
長
子
重
胤
は
一
〇
歳
で
あ
っ
た
。
邦
胤
は
は
じ
め
北
條
氏
直
の
女
を
め
と
り
、
一
女
子
を
あ
げ

た
が
早
世
し
た
の
で
、
そ
の
後
、
上
野
の
岩
松(

新
田)

治
部
大
夫
の
姉
を
迎
え
た
。
此
の
助
成
が
重
胤
の
生
母
で
あ
る
。
原
若
狭
守
・
同

大
炊
助
父
子
は
、
幼
少
の
重
胤
を
補
佐
し
、
実
質
的
に
、
後
北
条
傘
下
の
下
総
に
お
け
る
中
心
的
な
勢
力
と
な
っ
た
。
な
お
、
邦
胤
没
後

の
千
葉
の
家
臣
団
は
、
後
北
条
氏
よ
り
直
接
、
書
状
や
定
書
な
ど
を
う
け
と
る
よ
う
に
な
り
、
千
葉
氏
の
名
は
消
え
て
い
っ
た
。
天
正
十

六
年(

一
五
八
八)
、
重
胤
は
北
条
氏
直
に
招
か
れ
て
小
田
原
に
赴
き
、
城
内
で
養
育
さ
れ
た
。
こ
れ
は
見
掛
け
の
よ
い
人
質
で
あ
り
、
天

正
十
八
年
（
一
五
九
〇)

三
月
に
は
重
胤
の
生
母
岩
松
氏
も
身
柄
を
小
田
原
に
移
さ
れ
て
い
る
。
後
北
条
氏
は
氏
直
の
弟
、
七
郎
氏
時
を
本

佐
倉
城
に
下
向
さ
せ
、
下
総
を
直
接
支
配
下
に
お
こ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
も
束
の
間
の
で
き
ご
と
で
あ
り
、
同
じ
天

正
十
八
年
三
月
に
は
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小
田
原
征
伐
の
動
員
令
が
諸
大
名
に
下
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 


